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本章では、萩市の都市計画に関する基本的な方針である「都市計画マスタープラン」

の前提として、役割や位置づけ、期間、本書の構成などを示します。 
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第１節  都市計画マスタープランの意義と役割 

１  都市計画マスタープランの意義 

 

２  都市計画マスタープランの役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まちづくり目標の共有化 

 萩市基本ビジョンに示された将来像

を、都市計画の観点から肉付けし、市

民・企業・議会・行政が、まちづくりの

目標を共有できるようになります。 

都市計画における 

決定・変更の指針 

都市計画は，都市計画マスタープラ

ンの考え方に基づいて決定されます。 

都市計画全体の整合を図ることに

より、萩市の定める個別の都市計画を

決定・変更する際の指針となります。 

各種のまちづくり 

相互の連携強化 

 各分野におけるまちづくりの方針

を具体的に示すことで、まちづくり

に対する気運を高めるとともに，お

互いに秩序と連携をもって進むこと

ができるようになります。 

「都市づくり」と「まちづくり」 

“都市づくり”とは、都市全体を見渡した都市政策の視点から考えた、主に自治体が都市計画法

などに基づく市全体の都市構造へ影響を与えるような計画の策定や事業の実施を行っていくこと

を示しています。 

“まちづくり”とは、多様化する地域の課題や市民ニーズに対応するため、市民と行政が協働

し、人々が住みやすく活動しやすい共用空間である“まち”をつくっていくことを示していま

す。 
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第２節  都市計画マスタープランの位置づけ 

１  都市計画マスタープランの計画対象範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  都市計画マスタープランの目標年次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回 

策定 

萩都市計画区域マスタープラン 

（R２～R22（2020～2040）） 

 
萩市立地適正化計画 

（R２～R24（2020～2042）） 

前回 

策定 
目標 

年次 

萩市基本ビジョン 

（H30～R９（2018～2027）） 

次回 

見直し 

H23 

（2011） 

R5 

（2023） 
R15 

（2033） 

R25 

（2043） 

▲都市計画マスタープランの対象区域 

▲目標年次と上位・関連計画【計画期間】 
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３  都市計画マスタープランの位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲計画の位置づけ 

  

上位計画 

萩市総合戦略・萩市人口ビジョン 

関連計画 

即する 

萩市基本ビジョン（令和４（2022）年３月改定） 

ひとづくり構想・地域産業振興構想・萩まちじゅう博物館構想 

萩市都市計画マスタープラン 

（目標年次：令和25（2043）年） 

萩市立地適正化計画 

（令和２（2020）年３月） 

都市計画に関する事項 

連携 

整合 

＜関連する主な計画＞ 

・萩市地域公共交通網形成計画・萩市景観計画 

・萩市緑の基本計画・萩市公共施設等総合管理計画 

・萩市空家等対策計画・萩市環境基本計画 

・萩市健康福祉計画・萩市国土強靭化地域計画 等 

 

萩市が定めるもの 
山口県が 
定めるもの 

萩
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
９
月
） 



 

5 

 

 

第３節  都市計画マスタープランの見直し 

１  都市計画マスタープランの見直し 

 

２  社会情勢の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜都市をめぐる社会情勢等＞ 

●持続可能な都市づくり 

●災害に強い都市づくり 

人口減少 

少子高齢化 

への対応 

人が中心の 

安全で快適な 

まちなかづくり 

多様化する 

市民意向への 

対応 

「つくる」から 

「つかう」への 

転換 

激甚化する 

災害等あらゆる 

危機への対応 

カーボン 

ニュートラル 

社会へ 

特色ある 

地域づくり 

ＳＤＧｓ 

への対応 
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人口減少、少子高齢化社会への対応 

人が中心の安全で快適なまちなかづくり 

多様化する市民意向への対応 

特色ある地域づくり   

「つくる」から「つかう」への転換   
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激甚化する災害への対応   

ＳＤＧｓへの対応   

カーボンニュートラル社会へ 

 

３  都市づくりに関する制度の変化 
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４  萩市の取組 

（１）これまでの取組 

①「萩まちじゅう博物館」構想の推進と、個性と活力のあるまちづくり 

 

② 水とみどりと心豊かなまちづくり 

 

 

③安全で安心して快適に暮らせるまちづくり 
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（２）上位・関連計画 

 

１）「萩市基本ビジョン」 

（萩市：平成30（2018）年７月策定・令和４（2022）年３月改定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ▲萩市基本ビジョン（改定版）より  

 
めざすまちの姿 

 

暮らしの豊かさを実感できるまち 
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２）「萩都市計画区域マスタープラン」 

（山口県：令和２（2020）年９月策定） 

＜都市づくりの基本理念＞                ＜将来都市構造図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲萩都市計画区域マスタープランより 

＜山口県都市計画基本方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ▲山口県都市計画基本方針より 
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３）「萩市立地適正化計画」 

（萩市：令和２（2020）年３月策定） 

 

＜まちづくりの理念・目標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲萩市立地適正化計画（概要版）より本書の構成  

 居住誘導区域 
【暮らし便利エリア】 

都市機能誘導区域 
【まちなか賑わいエリア】 

居住誘導区域 

用途地域内（災害区域除く） 
【暮らしゆとりエリア】 

産業活性化により、新たな

雇用が確保され、若い世代

でも住み続けられる。 

人が住むことで魅力ある

まちなみが保全される。 

車がなくても

外出できる。 



 

 

12 

 

第４節  本書の構成 

１  全体構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲本書の構成  

第３章 全体構想 ～都市の将来像～ 

第１章 都市計画マスタープランの前提 

第２章 都市の動向 

第６章 まちづくりの実現に向けて 

◆全体構想に即した、具体的なまちづくりの構想を示します。 

◆順次策定、追加、見直しを行います。 

・都市計画の方針を示します。 

第４章 全体構想 ～都市計画の方針～ 第５章 地区別構想 

◆目標とする都市の姿の実現に向け、萩市全
体としての都市計画の方針を都市計画の分
野ごとに定めます。 

◆具体的な手法については、都市計画の方針
に即した上で，その時々に応じた多様な手
法を選択できるものとします。 

◆市内４つの地区について、個々の方面
の強み・役割を明確化し、方面間相互
のつながりも踏まえ、ポテンシャルや
課題に的確に対応した施策展開を行う
ための土地利用の基本的な方針を示し
ます。 

 
萩市の将来都市像：萩市基本ビジョンに即した、将来都市像を示します。 

将 来 都 市 構 造：全市的な都市づくりを貫く大きな考え方を示します。 

目標とする都市の姿：「歴史・文化」「未来への挑戦」の視点を追加した、「社会・くらし」 

「経済」「環境」毎の、目指すべき都市の姿を示します。 

◆本書の役割や位置づけ、役割、期間などについて示します。 

◆萩市の特性や、現状と動向などを「社会・くらし」「経済」「環境」の３つの面から示し、

合わせて市民アンケートの結果をもとに「住民意識」についても分析します。 
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２  萩市基本ビジョンと萩市都市計画マスタープランの関係 

 

 

▲萩市のめざすまちづくりと目標とする都市の姿の関係 

  

萩市都市計画マスタープラン 萩市基本ビジョン 

暮らしの豊かさを 

実感できるまち 

めざすまちの姿 

めざすまちづくり（基本方針） 

だれもが生きいきと暮らせる 

まちづくり 

子育ての幸せが実感できる 

まちづくり 

未来を担うひとを育む 

まちづくり 

産業活力があふれる 

まちづくり 

魅力ある歴史・文化・自然を

いかしたまちづくり 

生活基盤の充実した住みよい 

まちづくり 

だれからも愛されるまち、 

求められるまちづくり 

目標とする都市の姿 

みらいへの挑戦 

歴史・文化 

都市の持続可能性 

トリプルボトムライン 

 

経 済 環 境 

社会・くらし 
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３  萩市立地適正化計画と萩市都市計画マスタープランの関係 

▼萩市立地適正化計画との関係 

都市計画マスタープラン 立地適正化計画 

役割・位置づけ 

都市計画全般に関する、基本的な方針を定

めるものであり、市街地整備、都市施設、

公共交通、防災だけでなく、土地利用、公

園、道路、自然環境、景観等についても方

針を示します。 

コンパクト+ネットワーク実現のために、

都市計画における居住誘導、都市機能誘

導、公共交通との連携について、より具体

的な方針を示します。 

 

対象範囲 市域全体 都市計画区域内 

定めるべき事項 全体構想・地区別構想 
居住誘導区域、都市機能誘導区域、 

誘導施設、防災指針※ 

土地利用 

（都市計画区域内） 

【まちなかエリア】 

中心市街地と伝統的建造物群保存地区周辺

を位置づけ、徒歩や自転車、公共交通によ

り、便利で豊かな都市生活が将来的にも行

えるエリアとして、積極的に居住を促進す

る区域。 

【居住誘導区域】 

人口減少の中にあっても一定エリアにおい

て人口密度を維持することにより、生活サ

ービスやコミュニティが持続的に確保され

るよう、居住を誘導すべき区域。 

【都市拠点】 

高次な都市機能が集積する市役所及び萩バ

スセンター周辺のエリアを位置づけ、市域

全体から見た都市の中心として、行政、文

化、子育て、商業などの高次な都市機能の

維持・集積を図る区域。 

【都市機能誘導区域】 

医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中

心拠点や生活拠点に誘導し集約することに

より、これらの各種サービスの効率的な提

供を図る区域。 

土地利用 

（都市計画区域外） 

【自然共生エリア】 

地域や集落の存続に向けて、他の関連施策

と連携しながら、現在の居住者が住み続け

られる環境を維持する区域。 

取り扱いなし 

(福栄、むつみ、須佐、田万川、川上、旭

地域を地域拠点と定義) 

交  通 

公共交通計画だけでなく、高規格道路、鉄

道、港湾についても位置づけを明確化し整

備方針を提示。 

公共交通との連携による居住環境の整備、

居住誘導に重きを置き、周辺都市及び都市

拠点、地域与点を結ぶ「連携軸」を設定。 

将来都市構造図 

歴史の拠点や、緑の拠点など、居住や都市

機能だけではない、大まかなゾーニングを

提示。 

 

居住を誘導する区域と都市機能誘導区域に

ついて、具体的な範囲を明示。 

 
 

 

※R2.3萩市立地適正化計画では防災指針の記載なし 


